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盛田昭夫 略年譜  
1921（大正 10）年  0 歳 1 月愛知県名古屋市生まれ  
1944（昭和 19）年 23 歳 大阪帝国大学理学部物理学科卒業  
1945（昭和 20）年 24 歳 海軍技術中尉、復員し東京工業大学専門部講師を務
める。 
1946（昭和 21）年 25 歳 5 月東京通信工業設立に参加し、取締役に就任  
1947（昭和 22）年 26 歳 常務に就任  
1950（昭和 25）年 29 歳 専務に就任  
1959（昭和 34）年 38 歳 副社長に就任  
1960（昭和 35）年 39 歳 米国ソニー社長を兼務  
1971（昭和 46）年 50 歳 ソニー社長に就任  
1976（昭和 51）年 55 歳 会長に就任  
1994（平成 6）年  73 歳 ファウンダー・名誉会長に就任  
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ていった」（日本経済新聞社 [1980]341 頁）。  
一方、盛田は井深について、「井深さんとは年が十三歳も離れているんですが、
初めから同じ年のように思えた。平気でものを言いましたし、井深さんも腹を立











 1950 年、テープレコーダーG 型を発売したが、重量が 45kg もあり、公務員の






販売することに成功したが、市場の拡大を期して G 型を小型・軽量化した H 型












































通じた販売に限界を感じたソニーは、1960 年 2 月にソニー・コーポレーション・







































































アメリカの時計会社ブローバー社から TR－52 に対して 10 万台もの引合いがあ
ったが、ソニーブランドの使用を拒否されたため、盛田は契約を拒絶している。
自社ブランド確立の重要性を知る盛田ならではの対応であった。1957 年には、世
界最小のポケット・ラジオ TR－63 を本格的に輸出商品に仕立て上げた。タテ 112
ミリ、ヨコ 72 ミリ、厚さ 32 ミリの TR－63 は、従来の製品よりもひとまわり小















たラテン語の SONUS と、小さい坊やという意味の SONNY を組み合わせて、
SONY ブランドは生まれたのである。ブランドの定着にあわせて、社名とブラン
ド名は統一された。また、ブランド名の周知のために、1957 年 12 月に銀座にネ

























てハナフジ製菓の商標登録の無効審判を請求した。その後、1962 年 3 月、ソニー
を原告、ハナフジ製菓を被告として、東京地方裁判所に商号商標使用禁止の仮処
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表 1  ソニー略史 
年 
次               事  項 
1945 10 月 井深大、東京通信研究所創設 
1946 5 月 東京通信工業設立 
 5 月 盛田昭夫入社 
1950 8 月 テープレコーダーGT－3 発売 
1951 3 月 H 型テープレコーダー発売 
1952 4 月 井深大、海外視察調査のため渡米 
1953 7 月 トランジスタの研究開始 
 9 月 盛田、フィリップス社訪問 
 10 月 WE 社と研究援助契約締結 
1955 8 月 トランジスタ・ラジオ TR－55 発売 
1956 2 月 労働組合結成 
1957 3 月 ポケット・ラジオ TR－63 発売 
1958 1 月 東京通信工業からソニーに社名変更 
 12 月 東京証券取引所第 1 部に上場 
1959 12 月 トランジスタ・テレビ発表 
1960 2 月 ソニー・コーポレーション・オブ・アメリカ設立 
1961 6 月 日本企業初の ADR 発行 
1962 9 月 ショールームをニューヨーク 5 番街に設置 
1964 9 月 世界初のクロマトロン方式カラーテレビ完成 
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藤沢武夫 略年譜  
1910（明治 43）年  0 歳 11 月東京生まれ  
1928（昭和 3）年  18 歳 旧制京華中学校卒業  
1934（昭和 9）年  24 歳 三ツ輪商会入社  
1939（昭和 14）年 29 歳 日本機工研究所設立  
1949（昭和 24）年 39 歳 本田技研工業株式会社に入社、常務取締役に就任。 
1952（昭和 27）年 42 歳 専務に就任  
1960（昭和 35）年 50 歳 技術研究所を分離独立  
1964（昭和 39）年 54 歳 副社長に就任。役員室を開設。 
1973（昭和 48）年 63 歳 本田宗一郎とともに退き、取締役最高顧問に就任。 
1983（昭和 58）年 73 歳 取締役退任  


















号 D 型」（98cc、3.5 馬力）、51 年に「ドリーム号 E 型」が生まれ、とくに OHV





気筒空冷エンジンを搭載し、31 馬力、最高時速 115 ㎞、燃費はリッター当り 28
㎞で、競合製品を圧倒するとともに、空冷エンジンの欠点とされた騒音と振動を
抑制し、FF（前置きエンジン前輪駆動）方式の採用によって居住空間を広くとる
ことに成功した。67 年 3 月に発売し、わずか 3 ヵ月で富士重工業の「スバル 360」
を抑え、軽乗用車販売台数トップに躍進した。  















































年の自転車用 50 ㏄補助エンジン「F 型カブ」の販売に際して、全国 5 万 5000 店
の自転車小売店にダイレクトメールを送り、カブの販売店になることを勧めた。  
 藤沢によれば、その文面は次のようなものであった。  
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事をもらいたい」（藤沢 [1986]168 頁）。 
その結果、1万 5000店もの小売店がカブを取り扱うことになった。F型カブは、
















 本田技研は、1952 年から 54 年にかけて大規模な設備投資を行った。総額 4 億
5000 万円もの工作機械の輸入、約 10 億円の資金を投下しての埼玉県・白子、大
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目を向けておこう。  




2 輪メーカーは、1950 年代半ば以降二輪市場の斜陽化を想定し、55 年の鈴木自
動車工業の「スズライト」、58 年の富士重工業の「スバル 360」にみられるよう
に、軽四輪事業に舵を切り始めていた。これとは対照的に、本田技研は二輪事業



























61 年には 125cc、250cc の 2 クラス制覇を遂げた TT（Tourist Trophy）レースへ
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る」とレース参加の意味を語る宗一郎は、TT レースと F1 グランプリを通じて彼
なりの技術者の良心を貫いた。  
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近の手形の決済資金を捻出するために、増産体制への協力を要請した。売れ筋の
200 ㏄ドリーム号だけ増産し、不具合のある 225 ㏄ドリーム号は生産を見合わせ








































表 2 本田技研略史 
年 
次              事  項 
1946 10 月 本田技術研究所創設 
1947 11 月 A 型自転車用補助エンジン 
1948 9 月 本田技研工業設立   
1949 8 月 ドリーム号 D 型 
 10 月 藤沢武夫入社 
1951 10 月 ドリーム号 E 型 
1952 6 月 F 型カブ 
 11 月 本田宗一郎が渡米、渡欧 
1954 1 月 東京証券株式市場で株式店頭取引開始 
 1 月 ジュノオ号 
 3 月 T.T.レース出場宣言 
1957 12 月 東京証券取引所 1 部上場 
1958 8 月 スーパーカブ 
1959 6 月 アメリカ・ホンダ設立 
1960 4 月 鈴鹿製作所発足 
 7 月 本田技術研究所独立・分離 
1961 6 月 T.T.レース、125cc、250cc とも 1 位から 5 位独占 
1962 12 月 アメリカで ADR を発行 
1963 8 月 軽トラック T360 発表 
 10 月 小型スポーツカーS500 発表 
1964 7 月 SF（サービス・ファクトリー）建設開始 
1965 10 月 F1 メキシコグランプリで優勝 
1967 3 月 軽乗用車 N360 
1968 11 月 F1 参戦一時休止 
1969 5 月 小型乗用車 1300 セダン 
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